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平成一九年度東亜同文書院記念基金会記念賞推薦のことば・受賞挨拶平成二
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l
卜西館
二一七階の国山会館において、い収．仙同文書院記念地金会授賞式が行なわれました。第一四阿の記念賞受賞行は東川同文刀院内．一．則・愛知大学卒業 浅川義基氏です。徳井清太郎氏の推成人のご挨拶と推薦即日山は凶
筆の原稿で拘載させていただき、続いて浅川氏の受賞の挨拶文を掲載させていただきます。
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記念賞受賞の挨拶
浅川義基
本日はご挟拶かたがたご報告いたしたいと思います。まず白己紹介をいたします。私は東亜同文書院四三期生として、昭和一八年二一月、内地学生同様、学徒出陣を命、ぜられ、現地入隊しました。初年兵教育後、南京予備士官学校へ入学、同校の第一中隊は書院の凹一、
四三期生がほとん
どを占めておりました。士官学校卒業後、見習士宮を経て陸軍少尉任官、蘇州郊外駐屯部隊小隊長を務めておりましたときに終戦となり、
学半ばにして帰凶し、
愛知大学学部二年に転入学いたしました。
l昭
和
jJLJ 
旧制経済学部を二期生として卒業。対中国経済分野での活躍 希望し、商社に入社しました。大正二一年生まれ、今年八五歳になります。
昭和二九年、今から五四年前ですが、日本政府は貿易再開を宣言し、商社、
マスコミ、船会社社員にパス
ポートを交付しました。さっそく申請 、中国大陸に最も近い香港駐在の為、米軍管理の羽田空港より
BO
AC
プロペラ機で九時間かかって香港に到着いたしました。当時の日記を見ますと、五五人乗りのプロペラ
機に乗客は一五名のみ、
のんびりした空の旅を楽しみました。
香港に着きまして、地場取引をしたのみならず、中国情報入手の為に中国政府の出先機関である華潤公司を頻繁に訪問し、土産物の買 機械類の売込に成功し その後、韓国の李示晩大統領は日本の尚品
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を一切輸入禁止にしましたので、香港経由韓国向け取引が活発になり多忙を極めました。日本の本社からは香港 訪れる取引先幹部の接待指示がテレックスで次々入ってくる、朝からタまで客先を廻り、夜は宴会が一つ二一つ重なる始末、
これでは体がもたないと考え、市一目院硬式庭球部出身であることを思い出し、短い時間
でもテニスをして体を鍛えました。テニスには一二
03
凹
O
分あれば充分汗がかけるというメリットがありま
す。単身駐在の場合、優秀なクラ
l
クを採用することが重要です。私も単身赴任でありましたが、幸いにも
書院二八期生の福建省出身の緑振麟 市の息子さんが香港にいるという情報をキャッチし、英語も湛能な優秀な青年でしたので彼にクラ
l
クを頼み、二人三脚で業務を推進できました。書院出身のメリットでありま
した。その後、支店を開設し、国内からと現地とスタッフも充実し、二一年駐夜して帰凶いたしました。帰国後、中国大陸への入国を狙っておりましたところ、中古の大型タグボートの買付団が来日し、
入札に
参加しま 幸いにも三隻 中古船 契約できましたので、現地引渡しのため、天沖港、しし海港、広州港に出張の機会ができました。文革最後の時期に経験したことは次 ようなことです。まず、香港から 境を歩いて渡り、深捌から広州まで汽車に乗ったわけですけど、車中では大きな声で「批林、批孔」と宣伝している。「林彪を批判せよ、孔子を批判せよ」この宣伝を盛んにやって 。
それか
ら、広州駅のホ
l
ムの着きますと出迎えの人が待っていて北京まで案内してくれる。えらい親切だなと思つ
たところが、こ 方は公安の方で私の行動をチェックするため 北京まで付いてきた、
ということが後で分
かりました。北京に着いた夜は暗くて外に出ない することがないと申しましたら、毛沢東語録を渡されましてこれを勉強しなさいと
そんなものできるかと言おうと思いましたが、黙って受け取りました。帰りは
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広州に寄りまして、制ウォ
l
キングで公凶へ行きますと、坂のところに石が杭んであり、
よく見ると．
h
には
字が彫ってある。忠．
hなんです。墓石も全部壊して階段として利川されている。恐る恐る
t
りました。
一九八
0
年代に入りますと郡小平が復活し、改革開放政策をとります。彼は国賓として日本へ来た時に
新日鉄と松下の工場を見学して驚いたわけです。
それで彼が丙ったのが内知県術論。山知でも県知でも’以を
よく捕るのがよい猫だ、
つまり社会主義でも資本主義でも経済が成長し民度が上がればいい、
と言いまし
た。そして先市論、吋能な者から収になれ、少しの人民でも裕福になれば後は付いてくる。この
.. 
つの
m
論
をもって部小平は改革開放を大胆に進めました。
その結果、私も経済交流と体育交流、両方而の交流と架け
橋の仕事ができるようになったわけです。
経済交流をみますと、まず北京にビルメンテナンスの合弁会社をつくるという話です。これも壮一日院間三則の日下部先輩が日本航空の北京乗入れのため 長期滞在しておられて、北京市政府から北京に 新しいビルはどんどん也つが、その後のメンテナンスのノウハウがない、日本の介弁会社をやってくれないか、
という汗川
でやることになった で君も参加 ないか 声を掛け いただき、こ 合 の事業に参加しました。この新会社の副総経瑚を一一二年に．
H一ってやりましたので、この間いろいろな交流ができるようになりました
D
このプロジェクトの成功した埋出は、
日本のビル管理の会社のトップが中国へ興味を持ち、
どんど
まず、
ん先行投資をしたこと。二番目には 技術供与とい は日本 技術者が中国へ行って教える方法と、向こうから研修生を呼んで教えるのと
.. 
つありますが
劇場の仕事が多い場合は研修生を日本に呼んだ万が良い
と私が提案し、
一年に二
O
名ずつ六ヶ月から一
0
ヶ月実地研修させて帰した。五年間続けたので一
OO
名の
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研修生が帰国し各現場の責任者となり、うまくいきました。この経験を基として上海や、蘇州でも同じように合弁会社をつくり成功いたしました。そのプロジェクトの副総経理として春と秋一一同の役員会設への出席、
一O
月の終わりには国際元老テニス
大会と年 ゴ一回、定期的に中国へ行く機会がありましたので、両プロジェクトの相乗効果によって、二
O
年
に亘り日中交流と架け橋の仕事を実施可能となっ のです。現在の役職一、北京国際体育交流中心顧問一一‘北京体育総会国際交流部名誉 員三日中友好九九人委員会委員uJ
、レ
uf
、ゴ
J
．1
ー明少佐
4421H5
引百只
H
リ
日ド
1
・4Jh
一一一
j斗刷ポドヨ
mEnF
－MUM
枇ロド
五、明治神宮外苑テニスクラブ 正会会長六、日本シニアテニス連盟名営理事
以上のなかで日中友好九九人委員会について一言ご連絡したいことがございます。この委員会は一年おきに日中関係シンポジウムをやっており本年は第四回目で一一月に愛知大学におい
て開催する予定でおります。経緯を申し上げますと、この日中友好九九人委員会というのは書院四四期の秋同社が創設者で代表者です。彼は朝日新聞特派員で文革中に北京に駐在しました。他の新聞社 特派員は全
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部追い帰されましたが彼はずっと駐在しておりました。そのため現在は
「人民日報」海外版の在日本印刷発
売権を持っています。この委員会は学術、報道、経済、文化、音楽、体育、
その他、各界の長年に一日一る日中
関係貢献者がメンバーになっています。
この名前は中国語発音で叩
H久久（チュウチュウ）、永く続くようにという怠味もあります。資金の奥付
けもなく、単なる任意団体と思っておりましたが、
一昨年九九人委員会全員を大使館
王毅前大使が熱心で、
に招き、
これからも民間のべ
l
スで日中関係を深めるよう尽力願いたいと、雄大なパーティーを聞きまし
た。大使が招待会を開催したと うことは、中国政府が認めた団体であると確認できたのです。中国側の相手はど かといいますと、外務省の外郭団体で同際友人研究会という、外務大凶を貯めた庁や各国の大使をされているしは派な方々が相手で、
そこの座長の陽振亜元駐日大使（勲．等を受草しておられ、
私も以前に交流があります）
から二年前に私に相談がありました。次期シンポジウムを東京以外の場所でで
きないかと。そこで私は現代中同学部もあり、中凶研究も進んでいてシンポジウムの設備も揃っている愛知大学をぜひ利用して下さいと提案しました口二年前の霞山会賀詞交換会の日に愛大学長に基本的承認を得ました。
そういうことで、今年のシンポジウムは一一月に愛知大学で行なわれます。
一、第一回北京国際元老テニス大会に参加した経緯と一二年間連続出場の理由一九八五年書院硬式庭球部三二期雨宮先輩より「来年度から北京国際元老テニス大会が開催されるので、
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日も参加しないか、パ
ー
ト
ナ
ー
は同じ使式庭球部
三三
則近藤君を推・即する」とご述絡がありまして、
一九八
敗れましたが六年第一回大会
に近藤先輩とぺアを
組ん
で米国の強敵と対戦し、
818
のタイブレ
ー
クに持ち込み、最後に
それ以降
一一一
年間連続参加し、その後の参加への自信を得ました。
日中交
流、
架け
橋を果たし得た
のは、書院
硬式庭
球部の諸先輩の全面的
ご
指導と励ましに依る結果であり、服
し
たもの
と信じております。
その過程に於いて困難に迎迎した際は常に』院建学の精神を思い出して克
直接ご指導を頂いた先訟の方々は久重福三郎先生（一六則
・3
院教授
・戦後、
神
戸外語大教授
）、
雨宮治
良先酎
（一一三
期）近藤敏
三郎先前
（三三
則）、佐原元
一先市（三五期
）、
藤田照男先輩（三六期）
、村岡正
一二
先輩（三六期）、深水邦基先輩（四
O
期）
の方々です。
特に申し
上げたいのは久重先生で書院の一六期です。学生時代、対外試合に活躍され、卒業後、再び学校
に復帰され、硬式庭球部の部長でご指導いただきました。
その後ハ
1
パ
1
ド大
学へ
研究に
行かれて、帰って来られて書院で教授をされ、
元老テニス大会出場
時テニスの指噂は全部久重先生がなさっていました
。
戦後、引き陽げて
からは神戸外語大学の教授になられまして、
やはりテ
ニス
の指導をされ
て
いま
した
。芦屋のグランドベテランテニス大会でも優勝されていま
す
。
東京へ来られますと硬式庭球部の同窓を集めて指導していただい
た
一番の大
先輩でございます
。
正己、
の
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二、第
一二回
大会までの経過一九八九年天安門事件後の大会
つみ
Jみヨ、品
、a
。
J41
・刀
f
BOA
放送や香港情報は天安門広場で二
OOO
人死亡したと報道したので、世界各国より参加中込がある
北店経
山
で諮問へ
日週間山張する機会があったので北京では的報収集
たまたま私は同作八円、
人も殺されていないということが分かりました
。
学生達を追い払う
や現場を検証した結果
、天安
門広場で
その他の場所では一化似者．
一
.. 
九名と正式に北京市
長が公表し
ために上向き発砲、空地だったと
。
もちろん
、
ております
。
それなら参加しようと決立し、中し込みましたが、私を合め
て日本よ 一九名のみでした
。
他は
ヶ国
の大使館良から参加者を集め大
会を行ないました。
h催者の仮総経陀は
「あなた方五名が米てくれてト人会
第 1 0回記念大会
が開催できました
。
この思は一生忘れません」
と涙ぐんでいました
。
第一
O
回記念大会の祝辞
一九九六年
一O回記念大会主会で張総経理の嬰請があり、
．0年辿続参
加した者として悦昨を述べました
。北京飯山の大会場で中間一品で英語の逝
訳付きの祝辞は、拍手喝采を受け
。
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祝辞の要旨は一、初
めから一
O年連続出場は考えず、翌年も来ると約束した事を思い出し、
に来て、史
t初め
て行なっている社会主義市場経済の
二、何年、同じ時期（
一O
円未）、
それを毎年履行し
た
。
同じ場所（
北京）
実情に接し、驚き
と称賛の限で検証する楽しみがあった。
一二
、じ
三歳だった当時
、じ
年後に八
O
歳
になったとき北京の八
O
不在テニスチ
ー
ムと対戦したい
。
これは可
能だと思っておりました
。
何と
なれば、前年テニスが終わってから主催者
側
は山東
省の名山である泰
山
に案
内
してくれまし 。泰
山
の国上を町内めたものは寿命が
一O
年延びる
と聞きましたので、必ずできると
思
っております
。
この祝辞は自分で中間話の昨
HHけを引きながら作り
、
その後、
凶問則性
の陳
弘先生に添削をお問いす
ると
、真っ赤になって返ってきました
。
第 1 9 回大会催勝
かげで名文の
中国
語になりました。陳仏先生は、戦後は人民
日報の東京
特派員、帰開後は中日友好協会などの理事をされており、第
阿
回基金口
を受
賞さ
れています
。
毎年小国ヘ行
った際にはお会
いし
、食
事
をしなが
ら情報交換をして
二O
年交流を続けています
。
第一九回大会の
優勝
と第
二
O
回記
念
大
会
ニOO
五年一九回大会で八
O歳ブロック催勝、金メダルを受賞しまし
お
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た理由としては一、日本より八
O歳以上の参加者がなく、中央民族大学のテニスの上手な球友朴時英教授がパートナーだっ
たこと。
二、それまでの参加経験が長く、大会に慣れている。一二、近藤先輩の遺訓「八
O
過ぎても、テニスをやりたければ足を鍛えよ」
を実行していたこと。
二OO
六年二
O
周年記念大会には二
O年連続参加貢献賞ナンバーワンを受賞いたしました。
三、日中交流の実績
以
k
のテニスを交流の子段として、
k
は政府、党の円以高幹部と、下は
J中凶少年との交流まで行なうこと
ができました。
一一一ー一
中国政府、党の最高幹部との交流
VIP
グループがありまして、私も日本の団長と共に参加いたしました。
VIP
の方々は郡小平時代の万
m－副首相、呉邦凶全人代常務委員長、十字瑞環全国政協会議主席 十字鉄映文部大出などで、当初は
SP
に同ま
れ登場して試合が終わればすぐに帰るようなことで、話す機会もありませんでしたが 五，六年しますと、
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顔を党えていただき声をかけてもらうようになりました
。
」の中で万里副首相とよく交流しました
。訪
米した際は
プッシュ元
λ統領（父）とテニスをし、
ブッシュ氏が中国へ
李I品rn;i氏と
来ると一緒にテニスをする、
とおっしゃっていました
。
ここ
の新白山会
館の
入り
口
に
一九八
三年に人民大会堂での万中
一則
首相と近衛会長の写真がありまして拝見しました。その三年後に万盟副首相と ったので、写真を見ていればその話もできたの と思いました
。
で、施設も充実し、は、私が大正会会長をやっております神宮外苑テニスクラブを紹介しました
。名実
共に日本
間取高のクラブ
十AT瑞環閣下は非常に熱心であり、準国資待遇で米日した際
コ
ー
ト
で
二晩とも
プ
レ
ーされて感謝されました
。
八面ある
室
内コート
は雨でも夜でも利用できる
。東京
滞在中は公務終了後、夜間室内
北京市国際体育交流中心との交流
第一回大会より一
O年出場し、国際試合に相応したル
l
ル、
エチケットを助
言
してきました。
そのため正
式顧問に要請され、第一
一回大会より就任いたしました。まず、この大会を
ITF
（国
際テニス連盟）
認試合にすることを提案し、
川延
I
TF
副
会長に交渉して公認され、
一九九四年より
ITF
公認大会とな
り の公
69 平成 ー九年度ilii!Efiijヌ：｝Fwc記念基金会
ました。もう一つ、元老ゴルフ大会の開催を提案し、一一
000
年に霞山会、近衛会長に団長になっていただき、愛
大同窓の中島君が幹事役で行きました。中国側はゴルフ協会会長や元大．位、次官クラスといったそうそうたるメンバーでありましたが、千来は泌山口等とプレーをしております関係
t
、
ルールやエチケットの違反が
多いと日本側参加者から大分文句を言われました。近衛会長にお聞きしましたら
「中国とは一
O
年はゴルフ
できませんな」
と笑っておられました。．九年後にじハヶ同が参加した
.. ん老ゴルフ大会を開催しましたが
の参加者に聞くと、
「今回はそんなことはなかった」ということで、解消したなと感じた次第です
2
三ー三
「北京八十不老テニスクラブ」との受流および架け橋プロジェクト
一九九二年に中国では八
O歳以上の政府や党の旧高級幹部、老将軍を会白（として上記クラブが発足しまし
た。
・・！、一
1
人
日本シニア述胞を鈴木会長が私財を提供し・設しはし、同際シニア脱出テニス大会を開催し、川州’一化山川
は主催者負担なので各国から多数参加するようにな 。ところが日本テニス協会から横槍が入り私へ連絡がありました。国際大会は認めな 、協会が主催 にならないシニア述仰の同際大会の仕事から予を引けと。私 日中関係の仕事を長くやってきており、今回も 国側招待の子伝いからは子は引きませんとはっきりと断りました。八十不老会長の何純湖先生（元電気省次行
現九
O
成）と長い時間交渉して、北京八卜不若テニスクラブ
は第一回に参加し、
その後隔年参加しています。私は不老チ
l
ムが参加するときの滞日中のアテンドを鈴木
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ー本
会長より依頼され、旬
問中間
チームの間倒をみて
おりま
す
。
二OOO
年五月、何純助会長は返
礼とし
て、鈴
木会長と秘苫の女性と私の
三
名を
北京へ
特別招
持して
、籾山内試合をして、接待の限りを尽してい
ただきました
。
四
中国少年との交流
・
’Lu
－－u
ea
・
一
IjJ
ノれ叶
O
川、テニスの試作終了後、
一大
安門広場を見学していたとき
、
その幼やは
「日本のおじいちゃんに会いハルピンから来ていた
と校・
一言まで号守つようになり、
才の見の下と出会い、似った写真を送った為、交流ができました。
お父さんはそれなら北点へ連れて行ってやれとお母さんに
言
ったそうで
す
。
まさか米ないだろうと思っていましたが、
一
．
、
一二年に
一肢は応援に来てくれるようになり、
翌年、夜行刈市に乗って北京まで
応般に米て
くれました。
いつまでも
．小笑行はいけないと考え
、
二OO
四年六
月、家内向伴でハルピン
その
ずに－皮
ハルピンに米てくれ
と
ユ一一円われました
。「
その
内に」と約束したままになり、に行ってまいりま
。
．パ共
産党幹部の射人のお机りさんにもお会いしましたが、立派なご家庭でした
。
その後、二
OO
五年の第
一九回大会佐勝戦に立ち会って山媛してくれ、既に身長
．七
．五センチになり、ラ
ケッ
トを
持参していて二人で打ち合いテ
ニスを楽しみました
。本年、大学へ
F芋し
まし
た。
l在｜
’！と／1~ ・ JL:1,1支！l!iliif,i］文 ，＇1院心念），~jz会71 
小学生時代は共産党青年団本部発行の全国新聞「中国少年報」に、中学生時代には、同「中国中学生報」＃」、pιv 
「ハルピン新晩報」に新聞報道されました。本大会「二
O
周年記念誌」
の友誼篇
ハルピン行った際には
に二頁に亘りこの件が掲載されました。以上で報告を終わります。最後に愛大学生卒業生に特にお願いしたいことは、書院の建学の理念である、
日中交流の架け橋となる人
材を養成するという精神を継承され、愛知大学の学生、卒業生が活躍されることを願いまして私の挨拶とさせていただきます。ご静聴ありがとうございました。
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